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2026年6月期 第2四半期 決算説明資料

2026年2月13日

（証券コード：7747 東証プライム、名証プレミア）
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2026年6月期 第2四半期累計 決算のポイント-1

メディカル事業 ～循環器・非循環器 共に好調に推移～
 循環器領域 ：PCIガイドワイヤーや貫通カテーテルを中心に、全地域にて増加 .

 非循環器領域：末梢系(米国含め全地域)、腹部系(中国除く全地域)の増加

デバイス事業 ～医療部材・産業部材 共に増加～
 ニッタモールド社の連結子会社化により、医療部材・産業部材 共に増加
 医療部材：米国向け循環器系検査用カテーテル部材の取引が増加
 産業部材：海外レジャー関連取引が増加

 為替動向（円安）による売上高増加影響（+1,065百万円）

売上高 71,266百万円 ＜前年同期比 +15.9%＞
需要拡大などにより、メディカル事業・デバイス事業 共に好調に推移

為替（単位：円） US＄ EURO 中国元 BAHT

26/6期2Q累計 150.74 175.79 21.15 4.68

25/6期2Q累計 151.00 163.37 21.00 4.39
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2026年6月期 第2四半期累計 決算のポイント-2

 売上総利益は50,311百万円 ＜前年同期比 +21.1% ＞
 売上高の増加や生産性改善に伴う売上総利益率（67.6％→70.6％）の上昇により、売上総利益が増加
 米国関税の影響は、米国子会社における安全在庫による対応により、インパクト僅少（444百万円）

 営業利益は24,372百万円 ＜前年同期比 +40.1% ＞
 販売費及び一般管理費は、全体として抑え目な費用投下（前年同期比 +1,784百万円、増加率 +7.4％）
 販促活動強化に伴い、米国を中心として営業関係費用が増加
 研究開発費（6,111百万円）の増加（前年同期比 +291百万円、売上高比率 8.6％）
 ニッタモールド社の連結子会社化による増加
 のれん償却額等の減少（前年同期比 △777百万円）

 経常利益は24,143百万円 ＜前年同期比 +43.5% ＞
 営業外費用：為替差損の減少（前年同期比 △464百万円）

 親会社株主に帰属する四半期純利益は17,214百万円  ＜前年同期比 +40.4% ＞
 特別利益：投資有価証券売却益の増加（前年同期比 +605百万円）

営業利益 24,372百万円 ＜前年同期比 +40.1%＞
売上高の増加や、売上総利益率の改善が想定以上に進み、営業利益は大幅増益
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決算ハイライト 前年同期比
2025年6月期
 2Q累計実績

2026年6月期
 2Q累計実績 （ご参考）前期と同条件の為替レート時

金額
（百万円）

構成比
（%）

金額
（百万円）

構成比
（%）

前年同期比
金額

（百万円）
構成比
（%）

前年同期比

増減額
（百万円）

増減率
（%）

増減額
（百万円）

増減率
（%）

売上高 61,491 100.0 71,266 100.0 +9,775 +15.9 70,200 100.0 +8,709 +14.2

売上総利益 41,549 67.6 50,311 70.6 +8,761 +21.1 49,750 70.9 +8,200 +19.7

営業利益 17,395 28.3 24,372 34.2 +6,976 +40.1 24,061 34.3 +6,666 +38.3

経常利益 16,821 27.4 24,143 33.9 +7,321 +43.5

親会社株主に帰属する
四半期純利益 12,261 19.9 17,214 24.2 +4,952 +40.4

EPS（円） 45.14 － 64.56 － +19.42 +43.0

※未実現利益に係る為替影響以外の
 為替影響を調整した場合の売上総利益率

※

為替（単位：円） US＄ EURO 中国元 BAHT

26/6期2Q累計 150.74 175.79 21.15 4.68

25/6期2Q累計 151.00 163.37 21.00 4.39
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セグメント別売上高 前年同期比

（参考）

2025年6月期 2Q累計実績 2026年6月期 2Q累計実績

金額（百万円） 構成比（%） 金額（百万円） 構成比（%） 増減額（百万円） 増減率（%）

メディカル事業 55,763 90.7 62,665 87.9 +6,902 +12.4

デバイス事業 5,727 9.3 8,600 12.1 +2,872 +50.2

合計 61,491 100.0 71,266 100.0 +9,775 +15.9

医療機器分野 59,551 96.8 68,085 95.5 +8,533 +14.3

産業機器分野 1,940 3.2 3,181 4.5 +1,241 +64.0
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セグメント別の収益状況
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17,395 
+6,901 

+1,860 △291 △2,270 +777 24,372 
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営業利益 前年同期比 増減要因分析-1（為替の影響を含む）
（百万円）

売上高増加

粗利率増加
研究開発費
増加 研究開発費

以外増加

SGA増加  ＋1,784

のれん償却額等
減少

•米国を中心とした営業販促強化
•研究開発の強化
• ニッタモールド社の連結子会社化による増加

需要拡大などにより、
メディカル事業・デバイス事業
共に好調に推移

為替（単位：円） US＄ EURO 中国元 BAHT

26/6期2Q累計 150.74 175.79 21.15 4.68

25/6期2Q累計 151.00 163.37 21.00 4.39
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17,395 +310 
+6,172 

+2,028 △252 △2,074 +793 24,372 
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営業利益 前年同期比 増減要因分析-2（為替の影響を除く）

売上高増加
粗利率増加

研究開発費
増加

SGA増加  +1,533

研究開発費
以外増加 のれん償却額等

減少

（百万円）

為替影響

為替（単位：円） US＄ EURO 中国元 BAHT

26/6期2Q累計 150.74 175.79 21.15 4.68

25/6期2Q累計 151.00 163.37 21.00 4.39
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【売上高（前年同期比）】
～全地域にて増加、全体を通じて堅調に推移～

日本：非循環器領域が増加
•循環器領域    ：貫通カテーテルが増加したものの、検査用製品が減少*し、横ばいに推移
•非循環器領域 ：末梢血管系仕入製品（ペナンブラ社）が好調に推移

海外：全地域において増加
米国：ブランド製品を中心に好調に推移

•循環器領域   ：PCIガイドワイヤー・貫通カテーテルが増加
•非循環器領域：腹部・末梢血管系製品が増加

欧州：西欧の直販・代理店取引ともに増加し好調に推移
•循環器領域 ：PCIガイドワイヤー・貫通カテーテルが増加
•非循環器領域：末梢・腹部・脳血管系の各領域で増加

中国：販売網変更に伴う在庫補充(前倒し)が前期・当期ともにあり、当影響を除外しても好調に推移
•循環器領域   ：バルーンが取引終了*につき減少したものの、PCIガイドワイヤーが好調に推移
•非循環器領域：脳・腹部血管系製品が減少(前期は販売網変更に伴う初期在庫構築あり)

 その他：アジアを中心に好調に推移
•循環器領域   ：アジアを中心に、貫通カテーテルが増加
•非循環器領域：アジアを中心に、末梢・腹部血管系製品が増加

【営業利益】 売上高の増加に伴い増益
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メディカル事業の状況（地域別-1）

＊低利益製品の販売を中止
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メディカル事業の状況（地域別-2）
（単位：百万円） 2025年6月期

2Q累計実績
2026年6月期
2Q累計実績

前年同期比
増減額 増減率（％）

為替レート（円）

ドル 151.00 150.74 △0.26 △0.2

ユーロ 163.37 175.79 +12.42 +7.6

中国元 21.00 21.15 +0.15 +0.7

売上高合計 55,763 62,665 +6,902 +12.4

日本 7,866 8,307 +440 +5.6

海外 47,897 54,358 +6,461 +13.5

米国 11,130 12,309 +1,178 +10.6

欧州 11,555 13,918 +2,363 +20.5

中国 16,546 18,976 +2,429 +14.7

その他 8,664 9,153 +489 +5.7

営業利益 18,518 23,948 +5,430 +29.3
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メディカル事業の状況（患部領域別-1）
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62,665
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 日本：貫通カテーテルが増加したものの、検査用製品が減少*し、横ばいに推移
 海外：全地域において増加

 米国：PCIガイドワイヤー・貫通カテーテルが増加
 欧州：PCIガイドワイヤー・貫通カテーテルが増加、ガイディングカテーテルの減少*
 中国：バルーン取引終了*により減少したものの、PCIガイドワイヤーが好調に推移
 その他：貫通カテーテルが増加、一部検査用製品が減少*

OEM

 日本：末梢血管系仕入製品（ペナンブラ社）が好調に推移
 海外：米国・欧州・その他地域で増加

 米国：腹部・末梢血管系製品が増加
 欧州：末梢・腹部・脳血管系の各領域で増加
 中国：脳・腹部血管系製品が減少
 その他：アジアを中心に、末梢・腹部血管系製品が増加

循環器

非循環器

【売上高（前年同期比）】

循環器
+11.9%

非循環器
+18.9％

（日本）
（海外） OEM

+1.3%

（日本）

（海外）

（日本）

（海外）

（百万円）

 日本：取引先動向により減少
 海外：米国の開発受託取引が増加

＊低利益製品の販売を中止
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メディカル事業の状況（患部領域別-2）
（単位：百万円） 2025年6月期

2Q累計実績
2026年6月期
2Q累計実績

前年同期比
増減額 増減率（％）

為替
レート（円）

ドル 151.00 150.74 △0.26 △0.2
ユーロ 163.37 175.49 +12.42 +7.6
中国元 21.00 21.15 +0.15 +0.7

売上高合計 55,763 62,665 +6,902 +12.4
日本 7,866 8,307 +440 +5.6
海外 47,897 54,358 +6,461 +13.5

循環器 42,390 47,450 +5,059 +11.9
日本 4,282 4,247 △35 △0.8
海外 38,107 43,202 +5,095 +13.4

非循環器 9,506 11,299 +1,792 +18.9
日本 2,701 3,246 +545 +20.2
海外 6,805 8,052 +1,246 +18.3

OEM 3,866 3,916 +50 +1.3
日本 882 813 △68 △7.8
海外 2,984 3,103 +118 +4.0
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デバイス事業の状況-1

 日本：ニッタモールド社の連結子会社化により増加

 海外：米国向け循環器系検査用カテーテル部材の取引が増加

【売上高 （前年同期比）】

医療部材

産業部材

【営業利益】882 973 
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（日本）
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産業部材
+64.0％

～医療部材・産業部材ともに増加～
ニッタモールド社の連結子会社化（＋1,427百万円）を除いても好調に推移

 日本：ニッタモールド社の連結子会社化により増加

 海外：レジャー関連の取引が増加
 ニッタモールド社の連結子会社化により増加

外部売上高・セグメント取引の増加により増益

（百万円）

5,727
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デバイス事業の状況-2
（単位：百万円） 2025年6月期

2Q累計実績
2026年6月期
2Q累計実績

(うちニッタモールド
社の連結子会社
化による増加) A

前年同期比 A 影響除く 前年同期比

増減額 増減率（％） 増減額 増減率（％）

為替レート（円） ドル 151.00 150.74 - △0.26 △0.2 - -

売上高合計 5,727 8,600 1,427 +2,872 +50.2 +1,445 +25.2
日本 1,396 1,927 605 +531 +38.1 △73 △5.3
海外 4,331 6,672 822 +2,341 +54.1 +1,518 +35.1

医療部材 3,787 5,419 440 +1,631 +43.1 +1,191 +31.5
日本 513 954 413 +441 +86.0 +27 +5.4
海外 3,274 4,464 26 +1,190 +36.4 +1,164 +35.6

産業部材 1,940 3,181 987 +1,241 +64.0 +253 +13.1
日本 882 973 191 +90 +10.3 △100 △11.4
海外 1,057 2,208 796 +1,150 +108.9 +354 +33.5

営業利益 2,457 4,392 193 +1,934 +78.7 +1,741 +70.8

（ご参考）セグメント間売上高 7,288 8,321 - +1,032 +14.2 +1,032 +14.2



14

ご参考：損益の状況
2025年6月期
2Q累計実績

2026年6月期
2Q累計実績

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 増減額（百万円） 主な増減要因

売上高 61,491 100.0 71,266 100.0 +9,775 • メディカル事業/デバイス事業共に好調

売上原価 19,941 32.4 20,955 29.4 +1,013

売上総利益 41,549 67.6 50,311 70.6 +8,761 • 売上高の増加及び売上総利益率の上昇

販管費 24,154 39.3 25,939 36.4 +1,784 • 営業関係や研究開発費などの増加

営業利益 17,395 28.3 24,372 34.2 +6,976

営業外収益 442 0.7 356 0.5 △85

営業外費用 1,016 1.7 585 0.8 △430 • 為替差損の減少

経常利益 16,821 27.4 24,143 33.9 +7,321

特別利益 123 0.2 629 0.9 +505 • 投資有価証券売却益の増加

特別損失 - - 6 0.0 +6

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,261 19.9 17,214 24.2 +4,952

四半期包括利益 12,501 20.3 24,378 34.2 +11,877
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ご参考：財務の状況
2025年6月期末実績 2026年6月期 2Q末実績

金額（百万円） 構成比（%） 金額（百万円） 構成比（%） 増減額（百万円） 主な増減要因

資産
流動資産 103,359 53.5 104,558 53.4 +1,198 棚卸資産

現金及び預金
+1,827
△700

固定資産 89,827 46.5 91,311 46.6 +1,483 有形固定資産 +1,794

資産合計 193,187 100.0 195,870 100.0 +2,682

負債
流動負債 27,856 14.4 22,359 11.4 △5,496

未払法人税等
賞与引当金 
その他                    

+700
△1,128
△5,309

固定負債 13,976 7.2 14,838 7.6 +861 長期借入金
その他

△1,187
+1,653

負債合計 41,833 21.7 37,198 19.0 △4,635

純資産合計 151,354 78.3 158,671 81.0 +7,317
為替換算調整勘定
自己株式
利益剰余金
資本剰余金      

+6,876
+4,434
△1,373
△2,907

負債・純資産合計 193,187 100.0 195,870 100.0 +2,682
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53,200 53,500 
+17,783 
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（百万円）

ご参考：キャッシュ・フローの状況
自己株式の取得による支出 △10,553
配当金の支払 △6,534
長期借入金の減少 △1,193

投資有価証券の売却による収入 +2,788
固定資産の取得による支出 △2,573
投資有価証券の取得による支出 △2,062

税金等調整前四半期純利益      +24,766
減価償却費及びのれん償却等         +4,518
棚卸資産の減少 +1,213
前受金の減少 △6,060
法人税等の支払  .△5,369
賞与引当金の減少額  △1,200

為替換算差額 +1,607
連結の範囲変更に伴う増加 +452  
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本資料における注記事項

本資料に記載されている、将来の業績に関する計画、見通し、戦略などは現在入手可能な情報に
基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。
実際の業績は、様々な重要な要素により、大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】

朝日インテック株式会社 経営戦略室
TEL 0561-56-1851（Direct）
URL https://www.asahi-intecc.co.jp
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